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〒104-0033 東京都中央区新川1-4-1六甲ビル8F　TEL.03-3297-5601
Japan PVC Environmental A�airs Council

塩化ビニル環境対策協議会
http://www.pvc.or. jp

[po lyv iny l  ch lor ide]news

古紙配合率100％再生紙を使用しています※乱丁、落丁などの不良品がありましたらご連絡ください。新しいものとお取り替えいたします。

塩化ビニル環境対策協議会 Japan PVC EnvironmentaI Affairs Council
〒104-0033　東京都中央区新川1-4-1（住友六甲ビル8F）  TEL 03（3297）5601　FAX 03（3297）5783

お問い合わせ先

編 集 後 記
トップニュースのPVC Design Award 2012では、大賞に選ばれた「PUSION」などを紹介し、素材としての面白さが読者に伝わっ

て欲しいと願っています。折りしも、PVCがめざましテレビの「イマドキ」で、注目素材として取り上げられ、環境問題が先行した
時代からデザイン性や機能で付加価値をつけていく時代に変わってきたと感じています。「シリーズインタビュー／さきがけびと登場」
では、有田町づくり女性懇話会の西山美穂子代表に、陶芸のふるさと・有田町の再生への取り組みを伺い、「伝統と改革の両立」で有
田の良さを残し、次代に繋いでいく姿を追いました。その他にも、塩ビ製水道管をめぐる最新情報で耐震性能を高める取り組みや、
新和環境㈱の塩ビ壁紙リサイクル事業を取り上げています。これからも、PVCを軸に視野を広げて取材して行きたいと思っています。
今後とも、ご愛読の程、よろしく、お願い申し上げます。（一色　実）
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東日本プラスチック製品加工協同組合東日本プラスチック製品加工協同組合の紹介

組

　織

東日本プラスチック製品加工協同組合は都内を中心に塩ビ・
オレフィンフィルムやターポリンシートを各種プラスチック製品
へ加工するモノづくりのプロ集団です。
昭和27年に発足され、現在は約50社が会員で、主にウェルダー
溶着加工を主とし、家庭用品から大型製品まで巾広いプラス
チック製品を加工しています。

加
工
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術

・高周波ウェルダー溶着加工　・超音波加工　・熱風溶着加工　・縫製　・裁断
・ブロー成型　・熱プレス　・印刷箔押　等

商

　品

　群

塩ビフイルム 塩ビターポリン（厚み：0.2～0.5mm） （厚み：0.5～1.0mm）
①日用品雑貨　②カバー・カーテン　③手帳・ケース
④医療・介護用品　⑤健康スポーツ用品　⑥空気入り製品

①防災対策品　②産業用機器　③遊具

  貯タンくん
（組立式飲料水貯水タンク）医療用品

間仕切り

ウェルダー溶着機

東日本プラスチック製品加工協同組合
〒103-0004 東京都中央区東日本橋2-24-17

東京プラスチック会館ビル4F

商品加工等のお問合せ先
TEL：03-3861-6544　FAX：03-3861-4283

E-mail：kato@toupla.jp　

大型遊具

防災用水槽

手帳ケース


